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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月17日(2017.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出入口の施錠管理を行う施錠システムと通信可能に接続された情報処理装置であって、
　識別情報をグループごとに分けて記憶する記憶手段と、
　撮像装置により撮影された映像を入力する入力手段と、
　前記入力手段により入力した映像に含まれる識別情報を複数検出する識別情報検出手段
と、
　前記入力手段により入力した映像に含まれる人物を複数検出する人物検出手段と、
　前記記憶手段に記憶された情報に従い、前記識別情報検出手段により検出された識別情
報が、同一のグループに所属するかを判定するグループ判定手段と、
　前記識別情報検出手段により検出した識別情報の数と、前記人物検出手段により検出し
た人物の数とが一致する場合であって、前記グループ判定手段により、前記識別情報検出
手段により検出された識別情報が同一のグループに所属すると判定された場合に、前記施
錠システムに対して、出入口を解錠する旨の指示を出す指示手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記グループ判定手段は、さらに、前記識別情報検出手段が、前記記憶されたグループ
に属する識別情報の全てを検出したかを判定することを特徴とし、
　前記指示手段は、前記グループ判定手段により、前記識別情報検出手段により検出され
た識別情報が同一のグループに所属すると判定され、かつ、当該グループに属する識別情
報の全てを検出したと判定した場合に、出入口を解錠する旨の指示を出すことを特徴とす
る請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、さらに、識別情報と顔画像とを対応付けて記憶することを特徴とし、
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　前記情報処理装置は、さらに、
　前記入力手段により入力された映像から、人物の顔を検出する顔検出手段を備え、
　前記指示手段は、前記顔検出手段により前記識別情報とともに当該識別情報に対応付け
られた顔画像が検出された場合に、出入口を解錠する旨の指示を出すことを特徴とする請
求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記指示手段は、
　前記顔検出手段により検出された前記識別情報に対応付けられた顔画像の数が、所定の
数を満たす場合に、入口を解錠する旨の指示を出すことを特徴とする請求項３に記載の情
報処理装置。
【請求項５】
　出入口の施錠管理を行う施錠システムと通信可能に接続され、識別情報をグループごと
に分けて記憶する記憶手段を備えた情報処理装置における情報処理方法であって、
　前記情報処理装置の入力手段が、撮像装置により撮影された映像を入力する入力工程と
、
　前記情報処理装置の識別情報検出手段が、前記入力工程において入力した映像に含まれ
る識別情報を複数検出する識別情報検出工程と、
　前記情報処理装置の人物検出手段が、前記入力工程において入力した映像に含まれる人
物を複数検出する人物検出工程と、
　前記情報処理装置のグループ判定手段が、前記記憶手段に記憶された情報に従い、前記
識別情報検出工程において検出された識別情報が、同一のグループに所属するかを判定す
るグループ判定工程と、
　前記情報処理装置の指示手段が、前記識別情報検出工程において検出した識別情報の数
と、前記人物検出工程において検出した人物の数とが一致する場合であって、前記グルー
プ判定工程において、前記識別情報検出工程において検出された識別情報が同一のグルー
プに所属すると判定された場合に、前記施錠システムに対して、出入口を解錠する旨の指
示を出す指示工程と、
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項６】
　出入口の施錠管理を行う施錠システムと通信可能に接続され、識別情報をグループごと
に分けて記憶する記憶手段を備えた情報処理装置において実行可能なプログラムであって
、
　前記情報処理装置を、
　撮像装置により撮影された映像を入力する入力手段と、
　前記入力手段により入力した映像に含まれる識別情報を複数検出する識別情報検出手段
と、
　前記入力手段により入力した映像に含まれる人物を複数検出する人物検出手段と、
　前記記憶手段に記憶された情報に従い、前記識別情報検出手段により検出された識別情
報が、同一のグループに所属するかを判定するグループ判定手段と、
　前記識別情報検出手段により検出した識別情報の数と、前記人物検出手段により検出し
た人物の数とが一致する場合であって、前記グループ判定手段により、前記識別情報検出
手段により検出された識別情報が同一のグループに所属すると判定された場合に、前記施
錠システムに対して、出入口を解錠する旨の指示を出す指示手段として機能させるための
プログラム。
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